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94号(2006 ) 

会誌の発行:6月18呂， r静岡地学J
(3編入静岡県地学会会期，

の (部)
93号を発行.地学散歩 (73)，研究・報告は編入活動報告

(9) ，静岡県地学会のあゆみ (92) を収録(総頁数29). 

第43回総会 :6月18日，中部健康福祉センター庵原分庁舎(静岡市清水反辻4-4悶17) に於いて開催.

2005年度活動報告，一般および特別会計の決算報告・監査報告を異議なく承認.2006年度活動計画お

よび一般会計予算案， 2006年度役員・委員案，会期案を原案通り可決.

43回総会記念講演:6丹18日，第羽田総会に先立ち，総会会場で開催.狩野謙一博士(静岡大学

理学部)による「赤石山地(高アルプス)のできるまでjが講演された.参加者47名.

151回運営委員会:6月18日， (1)第43百年会について協議.期日は第一希望11月23日(水) (祝

日)，第2各望11月26日(日)とした.会場は三島市生涯学習センターとした.特別講演は柿田川と

微生物に関するものとし，講演者は静岡大学の教員とすることにした. (2) GEO DATAの進捗状況

の報告があった.東部支部:支部としての活動はなく，個々に活動中との報告があった.中部支部:

日本坂パーキングエリア(上り)の枕状溶岩の入手情報を得る予定.西部支部石灰岩のデータをCD

化したとの報告があった.各支部の進捗状況の報告の後，今後の予定について協議し，今後はデータ

の共通化を図り，データの揺ったものからホームページに載せることになった. (3) ロゴマークにつ

いて協議.正式な口ゴマークの応募はなかったが，会員から富士山，駿河湾，伊豆半島，浜名湖，ハ

ンマー，プレートをロゴマークに入れて欲しいとの要望があったので，この要望を考慮して各支部で

次の運営委員会までにlつ以上作成することにした.今年度中にロゴマークを作成し，来年の総会で

承認を得ることを目指すことにした. (4)本会が出版した絵はがきを日本地学教育学会第60回全国大

会静岡大会実行委員が購入し，大会参加者に無料配布するとの報告があった(出席委員:和田・楠・

道林・島田・浜田・斉藤・松本・久保田・加藤・今村). 

中部支部活動:6月25日，中部支部運営委員会を開催.8月5，6日，糸魚川巡検を一泊二日で実施(参

加者8名).8月29，中部支部運営委員会を開催.

西部支部活動:7月訂正浜松科学館においてプラネタリウムと恐竜展の見学会を実施(実施報告を

「静岡地学」に投稿する予定). 

第152回運営委員会:9月3B， (1)活動報告:各支部の活動が報告された(詳細は上述参照). (2) 

43回年会:1ヨ時を11月23日(木・祝)10時からとし，会場を三島市生涯学習センターとした.特

別講演の講師・演題は現在交渉中との報告があり，会員発表は基本的にら件とすることで了承された.

(3) ロゴマーク:ワーキンググループのメンバーを編集員である生形，薪藤，坂田，森田の以上4名

とし，このワーキンググループで原案(各支部から持ち寄られたもの)を協議し，次の運営委員会で

検討することになった. (4) GEO DATAの進捗状況:東部支部;伊豆半島のGEODATAについては

鉱山を由ってみょうかと模索中.富士山は，溶岩の何を見るかを検討中.地震の記録を追加予定.中

部支部;枕状溶岩60ヶ所のデータをCDにまとめた.これを今後の叩き台とすることにした(各支部

と本部に1枚ずつ配布された).西部支部;天文・石灰岩・ナウマンゾウ・三波)11菅のデータをCDに

まとめたが，まだ内容的に充実していない. (5) その他 r静岡地学J次号の原稿締め切りは9月末
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日であることの連絡があった.また地学散歩の原稿を募集しているとの連絡があり，今村会員の天文

を掲載することになった.その他，日本地学教育学会第60回全国大会静岡大会(静岡県地学会共

催)における静岡県地学会としての活動報告を「静岡地学」に投稿する予定であるとの報告があった.

またNPO静岡県自然史博物館ネットワーク(静岡県地学会は団体会員となっている) (以下，自然博

ネットという)が8月に行ったミニ博が好評だ、ったとの報告があった.また自然博ネットの庵原分庁

には現在地学関連の標本として，小川1，長島，長沢，田辺氏らのものが収められていること，また

来月から一ヶ月に一回の割合で静岡県職員と自然博ネットのメンバーが県議会議員を交えて勉強会を

行うことになったとの報告があった(出席委員:池谷・和田・生形・島田・高橋・浜田・松本・久保

田・坂田・加藤・今村・森田). 
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